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第一章 緒 論

微 生 物 膿 二 關 ス ル 化 學 的 研 究 ノ・最 近 長 足 ノ進 歩

テ逡 ゲ 、 菌 禮 テ構 成 ス ル 化 學 的 組 成 ガ 各 々 純 梓

二 分 離 セ ラ レ、 全 ク軍 膿 ト シテ ソ ノ性 歌 及 ビ作

用 等 次 第 二 問 明 セ ラ レ ツ ・ ア リ.

結 核 菌 禮 二 於 テ モ 此 方 面 ノ 研 究 ノ・Johnson

(1)(2),Brown(3),BUrgerω,Tamura(5),Kog-

anei(61,M廿ller(71武 田 等 二 依 リ途 行 セ ラ レ、 更

二進 ン デ1927年Anderson(8)ノ 人 型 結 核 菌 膿

ヨ リ多 量Lipoidテ 得 テ之 ラ用 ヒ種 々 ナ ルFra-

ktign二 分 離 シ精 細 二 各 組 成 化 學 的 性 質 等 テ

明 カ ニ シ劃 期 的 業 績 テ 公 ニ セ リ。

Anderson&Newman〔9}ノ 、1933年 該Lipoid

/Aceton-AethersolubleFraktionヨ リ 黄 色

針 状 結 晶 テ分 離 シ、コ レ テ 化 學 的 二 研 究 シ,Pht・

hiocolト 命 名 シ2-Methyl3-hydroxyl-1.4Na-

phthogiunonノ 構 造 式 テ與 へ 之 ガOxydored-

uktionssystem二 属 ス ル ー一種 ノ 色 素 ナ ル 事 テ 明

カ ニ セ リ。

氏 ノ・ゴ ノ 分 離 操 作 ノ 中 、 偶 然 二 無 色 ノ 「プ リ ズ

ム 」様 結 晶 テ 分 離 シ、 コ ノ 融 解 勲 拉 二 分 子 量 ノ

黙 ヨリ見 テ 之 ガ 全 クAnisicAcid即 化 學 的 二

P-MethoxybenzoicAcidナ ル事 テ 謹 明 セ リ.

更 二氏 ノ・Phthiocol,づ 一Methylnaphthalene'10)

ヨ リ ノ人工合成 二成 功 シ、生化學的検 索 二便 ナ

ラ シメ、我研究 室 二於 テぞu・外 山氏 ハ之 テ用 ヒ

テ種 々興 味 アル 成 績 テ登 表 シ、 之 ガ家 兎血清

沃度酸値 テ上昇 セ シメ血糖 テ下降 セ シム ト報告

セ リ。

サ レ ドAnderson&Newmanノ ・Phtbiocol

蚊 二AnisicAcidノ 分離 二向 ヒテノ・何 レモ人

型結核菌4以 テ シ、未 グ他 ノ菌種 二就 キ テ ノ報.

告 ナ ク、余 ノ・特 ニ コ ノ鮎 二興 味 ラ豊 工、人型菌

以外 ノ菌種殊 二長期 二亙 リテ人 工的 二種 々 ノ生

物學 的攣 化 テ加 ヘ ラレタル菌種 二於 テ果 シテ上

記 ノ如 キLipoidノ 化 學的組成物 質 二憂化 テ來

セル ヤ否 ヤニ多大 ノ疑 問 テ抱 キ幸 ヒ當研究所 二

於 テー種 ノ憂型菌 ト見倣 スベ キB.C.G.菌 テ多

量 ノLong氏 人 工 合成培地 テ以 テ培 養 シ、比 較

的多量 ノLipoidザ 得 、之 テ用 ヒテ研究 スル ノ

機會 テ得 タ レバ此塵 二報告 セ ⊃ トス。

第二章 實 験

分離方法 ノ・総 テAndesronノ 記 載 二随 ヒ最初 約

300本 ノ250cρ 「ツベル ク リン」培養管 テ 以 テ

.B.C.G.菌 テ6週 間培養 セ シメ然 ル後之 テB廿ch-

nerノ 濾 過器 テ用 ヒテ 菌禮 テ集取 シ、約10倍

量 ノAether-Alkohol等 分 液 テ加 ヘ テ4週 間内

容 テ展 支振蓋 シツ ・Lipoidテ 分 離 セ リ。 サ レ

ド余 ノ・本操作 二於 テAnderson`・)ノ 如 ク生菌 ラ

用 ヒ、且絡 テ室氣 中 二於 ケル酸 化 テ避 クル ガタ

メニ嚴重 二炭酸 瓦斯 ノ「メヂウム」ノ下 二蒸登 テ

行 ヒタル操 作ノ・本實験 二於 テノ・不必要 ナ リト考
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へ 、 縮 テ 熱 及 ビ酸 化 二依 ル影 響 テ 考 慮 二 置 カ ズ

加 熱 死 菌 ラ 用 ヒ、 且 全 操 作 テ通 ジ室 氣 中 二行 ヘ

リ。

分 離 方 法 テ略 記 ス レ バ 次 ノ如 シ。

Aether-AlkoholsolubleFat(約20Gr)テ 得 テ

之 テ更 二AethersolubleFraktionトAlko。

holsolubleFraktion二 分 ケ 此 慮 二 約15瓦 ノ

AethersolubleL・ipoidテ 得 タ リ。

此 ノLipoidテ 以 テ 下 記 ノ如 キ段 程 テ 経 テAet。

hersolubleFraktionヨ リAnisicAcid立 立二

Phthiocolテ 結 晶 性 二分 離 セ リ。

Lip・id{会:1齢灘 錦 鰹織)

↓繍 朧 鰹欝9H/
fattyAcid(F.一 一一一3)

、L
酷酸鉛 テ以 テMethylation
テ行 フ

fattyAcid(Methylester)(F.-4)

余 ハ コ ノFraktion-4即Methylesterト シテ

蓄 ヘ ラレタルfattyAcid二 於 テAethersolu-

tionテ 稀 薄 ナル 炭 酸曹 達液 テ加 へ 漸 時罷色 ス

ル事 二 依 リ、本Fraktion中 一Phthiocolノ

存 在 スル事 テ認 メタ リ。

更 ニコ ノFraktion-4テAmylalkoholニ テ抽

出 テ行 ヒ、堕酸酸 性 トナ シ、 コ ノ際 生 ズル盤化

酷 テ除去 ヒシメs再 ピAether二 溶 解 シ水 洗後

蒸登 スル ニ黄 色油状 ノ物質 ト共 二無 色 ノ細結晶

テ呈 シ、 強 ク「フエ ノー ル」ノ臭 アル物質 ノ混 入

セル テ認 メタ リ。

以上 ノ物 質 テ更 二Alkohol二 溶 解 シ黄色溶液

テ得、之 ノ酸性液 テ苛性加里液 テ以 テ中和 スル

ニ直 二深 紅色 ノ美麗 ナル色調 テ帯 ブテ観 タ リ。

之 テF.-5ト ス。

(1)F.-5ヨ リAnisicAcidノ 分 離

コ ノF.-5ヲ 更 二

F・一一・5{食灘 器灘
r撫欝 ㌃6

二分 チF.-6即 チAceton不 溶 性 ナル 白色沈

澱 テ集 メ水 二 溶解 シ、更 二Noritテ 以 テ吸著

セ シメ再結 晶 テ行 フニ酸性液 中 二於 テ白色 ノ細

結晶 ノ析 出 スル テ観 タ リ。更 ニコ ノ溶液 テ冷却

シ、 濾過 シ集 ムル ニ 長 キ無 色結晶 テ析 出 シ約

0.005瓦 ノ物 質 テ得 タ リ。之 レ明 カニAnderson

/AnisicAcidト ー 致 セル 所 ニ シテ試 ミニ化

學的検索 テ行 ヒ溶融鮎 テ検 シタル ニ次 ノ如 シ。

融解 黒占18401680デ 固 形化

依 ツテ余 ノ・AnisicAcid(Kahlbaum)テ 用 ヒ之

テAlkohol,Aetherデ 再 製 シコ ノ雨者 ノMix-

ingPointテ 見 タルニ何 等 ノ融解黙 ノ降下 テ見

ザ リキ。

(2)F.-5ヨ リPhthiocoL'分 離

F.-7自PチAceton可 溶 性部分 ヨ リ分離 テ行

ヒ、 コ ノ物 質 テ蒸登、酸性液 中 二溶解 シ之 テ蒸

氣蒸磯 スル事 二依 リ テ 黄色 ノ針歌結 晶 テ得 タ

リ。此 際 余 ノ・蒸登操作 中Flaskノ 溶 液 ガ加熱

ト共 二漸次赤色 二攣 ジ管壁 二飛散 シCondenser

中 二移行 シ、冷却管 ノ上端 ハ赤色 ナル モ下端 二

移 ルニ随 ヒ、 即 チ冷却 サル ・二随 ヒ黄色 ト攣 ジ

結晶 トシテ析 出 セルテ認 メタリ。而 シテFlask

中 ノ液 ノ・加熱 ガ進 ムニ随 ヒ赤色液 ハ漸時無色 二

攣 ズル ラ観 タ リ。更 一 コノ黄色 蒸溜 液 テAether

二移 行 セ シメ蒸登 、Peteroleumaetherニ テ再

結 晶、再 ピ ー容量 ノAether三 容 量 ノPeter-

oleumaether混 合 液 テ以 テ 再結 晶 セ シメ約

0.015瓦 ノ美麗 ナル黄色針歌結 晶 テ得 タリn

此 ノ化學的性質 ラ検 スル ニ次 ノ如 ク

融 解貼173-一 一174。1640デ 固形 化

Alkalimedium二 赤 色

Aether,Alkoho1,Aceton二 可 溶

PeteroleUmaether二 不 溶

Ferrichlorid(Alkoholsoution)ニ ヨ リ赤色

ニ シテ全 クPhthiocolト ー 致 セル所 ナ リ。

更 二余 ノ・合成 セ シPhthiocolテ 用 ド雨者 ノ溶

融貼 テ検 セルニ降下 ナ シ。故 二Andersonガ 人

型結核菌 膿 ノAcetonsolubleFatヨ リ分離 セ
6

ルPhthiocolト ー一致 セ ル事 テ確 メ得 タ リ。



第7號 】 岡 田=B.C.G.菌 ヨ リ「ア ニス 」酸 及 ビ 「フ チ オ コ ール 」ノ分 離 二就 テ955

第三章 結 論

人 工的 二結 核菌盟 ノ生物 的 二慶化 テ加 ヘ ラレタ

ル、一種 ノ攣型 菌 ト見倣 スベ キB .C.G.菌 二於

テモ其 ノLipoid中 ノAcetonsolubleFraktion

ハ人 型菌 ト同檬AnisicAcid拉 二Phthiocol

ナル色素テ含有 ス。

(欄筆スルー今村教授、西垣明治博士 ノ御示教

テ深謝 ス)。
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